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研究成果の概要（和文）：本研究では「道徳性」について、様々な科学の分野で得られている知見と、哲学・倫
理学分野で伝統的に受け入れられている見解との相違点を明らかにした。具体的には哲学・倫理学においては、
個人の自律性や理性を重視した道徳性理解が主流であるが、実際には感情的身体的要因、社会的環境的要因が道
徳的判断において重要であること、それらと合理的要素が複雑に入り組んで道徳的判断が可能になるということ
が明らかになった。それを踏まえて、私たちは「機械倫理」と呼ばれる、人工知能やロボットに道徳的判断や道
徳的行為を行わせる研究分野において、「倫理的な機械を作る」という問題のフレーミングそのものに困難があ
ることを見出した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we clarified the gap between the findings regarding "
morality" obtained in various fields of natural science and the views that have traditionally been 
accepted in philosophy and ethics. Specifically, in philosophy and ethics, the mainstream view 
emphasizes individual autonomy and reason, but science has revealed that the emotional and physical 
factors, as well as social and environmental factors, also play important roles, and that these 
factors and rational factors are intricately intertwined to enable moral judgments. Based on this, 
we found a difficulty in the very framing of the problem as "making machines ethical" in the 
research field called "machine ethics," in which they attempt to make artificial intelligent systems
 and robots that are capable of moral judgments and/or moral actions.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、「道徳の衝突」（異なる文化や宗教の間での道徳観の対立）が様々な問題を引き起こしている。一部の学
者は「道徳は科学が扱うべき」と論じる一方で、「道徳は科学では扱えない」という意見もある。本研究は道徳
性についての科学的知見が現在のところどのようなもので、いまだ科学で扱えていない部分はどこなのかを明ら
かにすることで、道徳の衝突の状況において有益な対話の基盤を提供することが期待される。
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１．研究開始当初の背景

（１）心理学、進化生物学、ゲーム理論、神経生理学、人類学、動物行動学などの自然科学の分

野で「道徳性」をテーマにした研究がここ数十年の間に非常に盛んになっている一方で、哲学や

倫理学の分野ではこういった研究成果を反映した研究はあまりされていなかった。

（２）２００６年頃から人工知能やロボット工学の分野において、「機械倫理」や「人工道徳」

と呼ばれる、人工知能やロボットに道徳的な判断や行為を行わせる研究が行われるようになって

いた。ここでの道徳性や倫理の理解は、多くの場合、伝統的な哲学・倫理学における道徳性の理

解に基づいていた。

２．研究の目的

（１）自然科学の諸分野で行われている道徳性についての研究を総合して、道徳性の概念を再考

する。

（２）新しい道徳性の概念に基づいて、道徳的判断や道徳的行為のモデルを作り、そこから「人

工道徳的行為者」のデザインを考える。

（３）道徳性に関して、科学で明らかになっていること、科学ではまだ十分に扱えていないこと

を腑分けして、道徳の衝突によって引き起こされる問題に対する適切なアプローチを考える。

３．研究の方法

（１）科学の諸分野での道徳性についての研究を調査する。文献を調べると同時に、様々な分野

の専門家を招聘して現在進行中の最新の研究について情報提供をしてもらい、異分野の専門家の

間で情報の共有とディスカッションを行う。

（２）哲学・倫理学分野における道徳性についての理論を調査する。

（３）（１）と（２）の成果を踏まえて、哲学・倫理学の分野での道徳性についての理論と、近

年の科学分野で明らかになっている道徳性のついての知見とを比較・対照し、どのような食い違

いがあるかを調べる。

（４）近年の人工知能やロボット工学の進展を踏まえたうえで、道徳性のモデルを考え、人工知

能やロボットに道徳的に判断・行為させるにはどのような実装の道筋が適当なのかを、考える。

４．研究成果

（１）近年の科学的知見と伝統的な哲学・倫理学的道徳理論との間に明らかになったギャップを

以下に挙げる。

（１－１）動物の道徳性：本研究において私たちが最初に考えた問いの一つは、道徳性が人間に

特有のものかということである。西洋の哲学・倫理学の伝統では、道徳性を高度な理性的活動と

考える傾向があり、人間以外の動物を道徳的配慮の対象と考えることはあっても、動物を道徳性

の主体と考えることはなかった。しかしながら道徳性の期限と思われる共感、利他行動、協力行



動、不公平忌避などは多くの動物においてみられる現象であった。しかしながらそれが人間の道

徳性、人間の倫理的行動と本当に比較しうるものなのかどうかについては議論の余地があると思

われた。

（１－２）子供の道徳性：従来の合理性に基づく道徳理論では、生まれたばかりの子供はもちろ

ん道徳性の主体とは考えられない。情動の発達、知性の発達の後に、社会の規範を学んでいくこ

とで子供は道徳的主体になるのである。しかし心理学の分野での研究では、言語習得以前の子供

でも、他者が協力的であるか否かなどについての判断を行っているということが分かっている。

ここから道徳性にはほとんど生得的ともいえる要素もあるということが分かった。かといって教

育を受けずに十分な道徳性を身に着けることは出来ないということも事実であるので、道徳性に

おいてどこまでが生得的でどこからが獲得されるものかは今後の研究課題である。

（１－３）情動か理性か：道徳的行動が情動に基づくのか理性に基づくのかという問題は道徳哲

学においても長い歴史を持つ論争であるが、主流の理論においては理性の役割が強調されている

この問題に関しては、近年の自然科学者の間でも意見が分かれているが、道徳的判断・道徳的行

為における情動の役割の重要性（そして理性の無力さ）が強調される傾向にある。一方で、心理

学者のポール・ブルームのように理性の重要性（そして情動の有害性）を強調する学者もいる。

少なくとも情動と理性の両方が道徳的判断や道徳的行為において何らかの役割を果たすというこ

とは言えるが、情動と理性がどのように相互作用しているかについてはまだ十分な研究がなされ

ていない。

（１－４）環境の影響：伝統的な道徳哲学においては人間が自律的な行為者であるということが

前提されいてる。しかしながら人間はそれほど自律的に意思決定して行為をしているわけではな

いということを示す知見が、近年、心理学において豊富に得られている。テクノロジーの力が増

大し、現代の社会においては私たちの行為がテクノロジーのサポートなしで遂行されることはほ

とんどなく、さらにテクノロジーはますます自動化の度合いを増している。このような状況にお

いてこの問題はさらに深刻さを増している。このことは道徳的実践において賞罰といった慣行に

大きな影響を与えうる重大性を持っている。このような科学的な知見をどのように社会に反映さ

せていくべきかということは、これから倫理学者、法学者、工学者が取り組むべき問題である。

（２）（１）で明らかになったことに基づいて私たちは新しい道徳概念の構築と、道徳性のモデ

ルの構築に取り組んできた。その結果、道徳的行為は「自律的で合理的な個人」に帰されるとい

う従来の道徳哲学・倫理学において主流の捉え方は維持するのが難しい、と結論するに至った。

特に現在では、複雑なテクノロジーによって思考や行為がサポートされ、あるいは「媒介」され

る度合いが大きい。行為は、その行為の主体と見なされる人間とテクノロジーの間の複雑な相互

作用の結果として遂行される。またその行為は環境、状況、過去の経験などから（明示的にも非

明示的にも）大きな影響を受ける。従って道徳的行為が個人の自律的で合理的な意思決定の結果

として導かれるという考えは、現代において科学的知見や社会技術的環境とそぐわなくなってい

る。私たちはこれに代わって社会的な道徳性、あるいは技術によって媒介された（あるいは拡張

された）道徳性という概念を提唱する。しかしその時、行為の責任という難しい問題が生じてく

る。一般に道徳的行為（ここでは道徳的に良い行為と悪い行為の双方を指して「道徳的行為」と

呼ぶことにする）は他者に対して利益や危害を与える、あるいは規範に合致したり違反したりす



るものである。それが他者に危害を与える場合、あるいは規範に違反する場合には道徳的な非難

の対象となる。しかし媒介された道徳性において、誰が非難を受けるのか、誰が行為に対して責

任を持つのかというのは難しい問題になる。部分的にはこれが理由で、哲学者と倫理学者は道徳

性についての従来の概念に固執している。私たちは責任についての新しい概念と実践を今後、慎

重に考えていかなければならないと考えている。

（３）機械に道徳的に判断し行為する能力を持たせるという「機械倫理」の試みに対する私たち

の研究の含意は以下のとおりである。当初は私たちは新しい道徳的判断・道徳的行為のモデルを

考え、それを機械倫理のプロジェクトに役立てるという意図を持っていた。しかしこの研究機関

において明らかになったことは、単独のエージェントに道徳性を帰することが、道徳性に関する

古い考え（現在の社会や、近年の科学的知見にそぐわない考え）に基づいているということであ

る。従って私たちは機械倫理のプロジェクトに対しては、「機械を道徳的にする」という問題の

フレーミングそれ自体がミスリーディングなものである、ということである。私たちが目指すべ

きは機械と人間からなる複雑なシステムが全体としてできるだけ望ましい帰結を引き起こすよう

な振る舞いを示すようなデザインを考えることである。
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